
今後の施策の参考とする。

（調査概要）
①調査対象：県政モニター 305名

②調査方法：県政モニターあてアンケート
       郵送･･･郵送にて送付、返送
       メール･･･メールによるアンケート用紙送付、返信
       簡易申請･･･簡易申請システムによる入力、データ出力

④回答者数：112名/305名（回答率36.7％）

おおいた認知症情報サイトおれんじに関する
県政モニター調査結果

（調査目的）



【集計結果】
問１ 「おおいた認知症情報サイトおれんじ」を知っていましたか。

問２ 問１で「知っていた」方はどこでお知りになりましたか。

問３ サイトの周知のため、どのような広報が必要・効果的であると思いますか。

●TVCM・ラジオが効果的かと思うが、若い世代にはSNSの方が目にする機会が多いかもしれない。

●子ども達や子育て世代にも周知するために、学校を通してちらし等を配布する事も効果的だと思う。

●県下の学校で講習会や資料を使っての学習など認知症について学ぶ場をつくることが大事だと思う。

●自治会回覧板、市報などにサイトの情報を載せるといいと思う。

●YouTubeで公告を流す、回覧板にチラシを入れるなど見る対象年齢によって広告の仕方を変えるたほうがいいと思う。

●通いの場など高齢者が集まる機会に説明するといいと思う。

●バス車内、温泉、商業施設、病院や整骨院、金融機関等の窓口にポスター等があれば、必要な方の目にとまりやすい。

●認知症関連の映画やドラマを放映するといいと思う。

●大分のニュース内で特集を組んでほしい。今認知症の家族と生活している人の考え、気持ち、意見などを知りたい。

●サイトを利用したことがある方にの啓発コマーシャルに出演してもらい、サイトの良い点を広報してもらう。

知っていた
12名, 11%

知らなかった
100名, 89%
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テレビや新聞、ラジオ

雑誌や本

ＳＮＳやインターネット

メール

ポスターやチラシ

知人から聞いた

その他

（人）※複数回答

※自由記載



問４ 認知症について知りたいことはどのようなことですか。

問５ あなたは今までに認知症の人と接したことがありますか。

問６ 問５で「ある」と回答した方は、どのような機会でしたか。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

認知症の人に対する接し方（話しかけの方法な…

認知症の症状（記憶障害、妄想、見当識障害な…

認知症の原因となる病気（アルツハイマー病な…

認知症の人に対するケア（介護）の方法

認知症の人が在宅で利用できるサービス

認知症に関する相談窓口

認知症の人が入所できる施設やグループホーム

その他

ある
72名,64%

ない
40名,36%

0 5 10 15 20 25 30

家族の中に認知症の人がいる（いた）

親戚の中に認知症の人がいる（いた）

近所付き合いの中で認知症の人と接したことがある

街中などでたまたま認知症の人を見かけたことがある

仕事上で認知症の人と接したことがある

その他

（人）

（人）

※複数回答

※複数回答



問７ 認知症に対してどのようなイメージを持っていますか。

問８ 認知症になったとしたら、どのように暮らしたいと思いますか。

問９ あなたが認知症になったらどのようなことに不安を感じますか。

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

認知症になっても、できないことを自ら工夫して補いな
がら、今まで暮らしてきた地域で、今までどおり自立的

に生活できる

認知症になっても、医療・介護などのサポートを利用し
ながら、今まで暮らしてきた地域で生活していける

認知症になると、身の回りのことができなくなり、介護
施設等に入ってサポートを利用することが必要になる

認知症になると、暴言、暴力など周りの人に迷惑をかけ
てしまうので、今まで暮らしてきた地域で生活すること

が難しくなる

0 5 10 15 20 25 30 35 40

認知症になっても、できないことを自ら工夫して補いながら、今
まで暮らしてきた地域で、今までどおり自立的に生活していき…

認知症になっても、医療・介護などのサポートを利用しながら、
今まで暮らしてきた地域で生活していきたい

認知症になると、身の回りのことができなくなってしまうので、
介護施設等に入って必要なサポートを利用しながら暮らしたい

認知症になると、周りの人に迷惑をかけてしまうので、介護施設
で必要なサポートを利用しながら暮らしたい

認知症になったら、誰にも迷惑をかけないよう、ひとりで暮らし
ていきたい

その他

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

家族や大切な思い出を忘れてしまうのではないか

買い物や料理、車の運転など、これまでできていたことができなくなってしまうのでは…

誇りを持って生活できなくなるのではないか

病院や診療所で治療しても、症状は改善しないのではないか

どこに相談すればいいかわからないのではないか

家族に身体的・精神的負担をかけるのではないか

経済的に苦しくなるのではないか

必要な介護サービスを利用することができず、現在の住まいで生活できなくなるのでは…

介護施設が利用できないのではないか

外出した際に家への帰り道がわからなくなったりするのではないか

不要なものを大量に購入させられたり、詐欺的な勧誘の被害に遭ったりするのではないか

家族以外の周りの人に迷惑をかけてしまうのではないか

その他

特にない

わからない

（人）

（人）

（人）※複数回答



問１０ 家族が認知症になったらどのようなことに不安を感じますか。

問１１ 成年後見制度についてどのようなことを知っていますか。

0 10 20 30 40 50 60 70 80

自分（あなた）や大切な思い出を忘れてしまうのではないか

買い物や料理、車の運転など、これまでできていたことができなくなるので、周りの人の負担が大きくなるの…

病院や診療所で治療しても、症状は改善しないのではないか

どこに相談すればいいかわからないのではないか

ストレスや精神的負担が大きいのではないか

経済的負担が大きいのではないか

介護にかかる負担によって自分の仕事が継続できなくなるのではないか

必要な介護サービスを利用することができず、現在の住まいで生活できなくなるのではないか

介護施設が利用できないのではないか

外出した際に家への帰り道がわからなくなったりするのではないか

不要なものを大量に購入させられたり、詐欺的な勧誘の被害に遭ったりするのではないか

家族以外の周りの人に迷惑をかけてしまうのではないか

その他

特にない

0 10 20 30 40 50 60 70

「成年後見制度」は、認知症、知的障害、精神障害などの理由で判断能力
が不十分な方の権利や財産を守る制度である

本人の判断能力の程度により「後見」「保佐」「補助」の3類型がある

将来の判断能力の低下に備え、元気な時にあらかじめ後見人となるべき人
を決めておく「任意後見制度」がある

内容は知らないが言葉を知っている

内容も言葉も知らない

その他

わからない

（人）

（人）

※複数回答

※複数回答


